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論文内容の要 1::::. 
国

靖

乙の論文は遠心羽根車後方の流れを主流と二次流れに分け，それぞれについて理論と実験の両面か

ら研究した結果をまとめたもので， 6 章からなっている口

第 1 章は序論で，との研究の意義と目的が述べられている。すなわち，羽根車後方の主流の状態が

わかれば，羽根車の与えるヘッドの大きさや羽根面境界層の厚さが推定できるが，乙の流れを測定し

て理論計算の結果と比較した資料はない。また二次流れ損失は羽根車の流れの損失の大きな部分を占

めると考えられるが，遠心羽根車の二次流れに関する理論的研究は皆無に近いのが現状である。さら

に羽根車後方のリングディフユーザ内の流れは乱流ねじれ境界層をもっ複雑な流れであり，その研究

は少ない。そ乙で著者は乙れらの流れの状態を解明して，遠心羽根車を流体力学的に設計する場合の

基礎的資料を提供し，遠心羽根車のJ性能向上に寄与する目的で，乙の研究を行なったととを述べてい

るロ

第 2 ， 3 章は羽根車後方の主流に関する研究である。

第 2 章は遠心羽根車の流れの二次元ポテンシヤノレ流れ理論による研究である口すなわち特異点法を

用いた近似計算法の一つである複素速度関数法を用いて，対数ら線羽根をもった遠心羽根車の流れを

扱い，複素速度関数の漸化公式を利用して遠心羽根車後方の任意の点の流速を計算する式を導いてい

る。そして全圧，速度ヘッド，流れ角などの羽根 1 ピッチ聞の分布を計算した結果について述べてい

る。

第 3 章では羽根車後方の相対流れを測定して，これと第 2 章の計算値と比較した結果について述べ

ている。すなわち，軸対称形状の流入および流出流路をもった装置を用いて実験を行ない，ケーシン

グの影響のない羽根車の性能を測定している。そして羽根車といっしょに回転するピトー管と回転マ

ノメータにより流速を測定し，羽根枚数と羽根角を変えて実験を行なっている。実際の流れでは羽根
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面に境界層が発達し羽根のまわりの循環は理論値と異なるが，乙の点を考慮して計算結果の修正法を

提案している。そして羽根流路聞にはくり領域のない設計流量の半分以上の流量の場合には，上述の

補正を行なった二次元ポテンシヤノレ流れは実際の流れをよく近似することを，全圧，速度ヘッド，流

れ角などの羽根 1 ピッチ聞の分布について計算値と実験値を比較する乙とにより示している D

第 4 章は羽根流路の二次流れに関する研究である。著者は次の二つの原因によって二次流れが生ず

ると考えた。( 1 )羽根車入口における幅方向の全圧変化。( 2 )シュラウド面境界層。そして( 1 ) 

による流れは非粘性せん断流れ理論によって扱っている。すなわち非粘性流れの基礎式より遠心羽根

車の二次うず度の式を導き，これをうず糸追跡法によって検討している。また( 2 )による流れは乱

流ねじれ境界層理論により扱っている。すなわち，シュラウド境界層外の流れは複雑であるから，乙

れを羽根作用をあらわす質量力の働く軸対称流と考え，乙の境界層の運動量方程式を導き二次流量の

計算を行なっている。また第 3 章で述べた装置を用いて二次流れの測定を行ない， (1) と( 2 )の

二次流れはその性質が異なるので測定結果からそれらを分離し，理論計算の結果と比較してよく一致

する乙とを確かめている。

第 5 章はリンク事ディフユーザ内の流れに関する研究である口すなわち，従来の計算に使用されてい

る速度分布の未定係数の数を増し，周方向と半径方向の運動量の式を同時に満足する軸対称乱流ねじ

れ境界層の計算を行なっている D また第 3 章の装置により実験を行ない，全圧および速度ヘッドの半

径方向分布について理論値と比較を行ない，羽根車出口の流れのように時間的に変動する流れでもよ

い一致を示す乙とを確かめている。

第 6 章は結論であって，以上の結果をまとめて述べている。

論文の審査結果の要旨

著者の研究業績はつぎのように要約できる。

( 1 ) 遠心羽根車後方のポテンシヤノレ流れに対して，羽根枚数が多く羽根車内外径比の小さい場合

にも計算が容易で精度のよい近似計算法を見出した。

( 2 ) 低流量域を除いた広い流量範囲において，羽根車後方の流れの実測値は羽根伴流部を除いて

理論値とよく一致するととを示したが，とれは羽根車性能向上のため最適羽根形状を研究する場合二

次元ポテンシヤノレ流れ理論と境界層理論を使用する乙とに対して一つの根拠を与えるものである。

( 3 ) 従来ほとんど研究が行なわれていなかった遠心羽根車の二次流れについて研究し，違った原

因から発生するこつの二次流れに対してそれぞれ新しい理論式を作り，実験とよくあう乙とを確かめ

たが，乙れによって二次流れ損失や二次流れの流出角に及ぼす影響などの研究の出発点が与えられた

ものと考える D

(4) リングディフユーザの流れの従来の計算法に改善を加えた。

以上のように本論文は流体機械工学の発展に貢献すると乙ろが大きいので博士論文として価値ある

ものと認める。
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